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町町のの仕事仕事とと予算予算
特 集特 集

名　称名　称 予算額予算額 前年度比増減前年度比増減

国民健康保険事業特別会計 17億 5,910 万円 4,935 万円

下水道事業特別会計 5億 543 万円 ▲ 9,859 万円

農業集落排水事業特別会計 9,613 万円 ▲ 218万円

介護保険事業特別会計 19億 9,209 万円 1億 1,571 万円

後期高齢者医療特別会計 1億 8,036 万円 292 万円

111億4,361万7千円令和３年度
一般会計

前年比７. ２%の減少となりました

特別会計
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町税
12億3,661万円
（11.1％）

衛生費衛生費
18億7,680万円18億7,680万円
（16.8％）（16.8％）

民生費
25億 886万円
（22.5％）

教育費教育費
8億7,834万円8億7,834万円
（7.9％）（7.9％）

総務費総務費
20億1,749万円20億1,749万円
（18.1％）（18.1％）

公債費公債費
13億1,110万円13億1,110万円
（11.8％）（11.8％）

農林水産業費農林水産業費
7億3,045万円7億3,045万円
（6.6％）（6.6％）

消防費
3億6,063万円
（3.2％）

その他
3億4,097万円
（3.1％）

土木費土木費
11億1,898万円11億1,898万円
（10.0％）（10.0％）

諸収入、繰入金など諸収入、繰入金など
12億8,238万円12億8,238万円
（11.5％）（11.5％）

町債町債
13億9,550万円13億9,550万円
（12.5％）（12.5％）

国庫支出金国庫支出金
9億1,546万円9億1,546万円
（8.2％）（8.2％）

県支出金県支出金
7億4,347万円7億4,347万円
（6.7％）（6.7％）

地方消費税交付金など地方消費税交付金など
4億9,620万円4億9,620万円
（4.5％）（4.5％）

地方交付税
50億7,400万円
（45.5％）
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　全国的な少子高齢化の流れの中で地方の著しい人口減少が続く昨今、
活力ある地域社会をつくり、持続性のあるまちづくりを推進していくこ
とが本町の課題となっています。
　町ではこれらの課題を解決するため、またこれからも持続的な発展を
遂げるため、「かわにし未来ビジョン」「まち・ひと・しごと創生総合戦
略」に基づいて事業の推進を図っています。
　今回の特集は令和３年度の「町の仕事と予算」です。これから町が進
んでいく未来について、予算と主要施策の観点でご紹介します。

【写　真】
　上空から撮影した西大塚のメディカルタウン予定地

【問合せ】
　◆予　　算　　町財政課　　　　☎４２－６６１１
　◆主要施策　　町まちづくり課　☎２７－１１３３

町報かわにし　2令和3年4月15日
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町 の 仕 事今年度の主要施策をご紹介します

新型コロナワクチン接種を実施
感染症予防・予防接種事業

（1 億 4,435 万円）

　ＢＣＧ・ヒブ・小児・高齢者肺炎球菌・高齢者イ
ンフルエンザなどの定期接種や風しん・小児インフ
ルエンザなどの任意接種に加え、新型コロナウイル
スワクチン接種などの各種予防接種を行います。

（担当：健康子育て課）

公立置賜総合病院周辺を開発
メディカルタウン整備事業（1 億 6,333 万円）

メディカルタウン関連町道整備事業（8,760 万円）

　公立置賜総合病院周辺に都市的機能を整備する
「メディカルタウン」構想の具現化のため、公共区
域施設整備の土地購入・造成工事・設計に着手します。
また、関連する町道２路線の整備を進めます。

（担当：政策推進課・地域整備課）

住民サービス向上のために
ＲＰＡの活用による業務の自動化推進事業

（146 万円）

　人間が行う作業を、ソフトウェアによる自動操作
により代替するＲＰＡ（ロボティック・プロセス・
オートメーション）を導入・活用し、日常的・反復
的・定型的な業務の効率化・省力化を進めます。

（担当：税務会計課）

交通アクセス向上に向けて
町道改良工事

（9,151 万円）

　国道２８７号から J Ｒ中郡駅周辺を西回りに迂回
する町道虚空蔵山西線の道路改良工事について、国
や米沢市と連携し、早期開通を目指していきます。

（担当：地域整備課）

「集まる」まちをつくる（ひとづくり）

「楽しい」まちをつくる（ちいきづくり）

「挑戦する」まちをつくる（しごとづくり）

18 歳まで医療費無料化
子育て支援医療事業

（5,414 万円）

　高校 3 年生相当（18 歳到達年
度の 3 月 31 日）までの子どもを
対象に医療費の無料化を行い、子
育てしやすい環境を推進します。

（担当：住民課）

川西ブランドづくり
シティプロモーション推進事業

（27 万円）

　町の認知度向上のため、調査検
討委員会を組織し、川西ブランド
のストーリーの構築を目指してい
きます。

（担当：まちづくり課）

ホッケーのまち
東北総合体育大会ホッケー競技会事業

（142 万円）ほか

　本町を会場に開催される東北総
合体育大会・東北高校選抜大会・
東北中学生選手権大会の開催を支
援します。

（担当：教育文化課）

安全安心な暮らしづくり
防災対策事業

（1,195 万円）

　防災意識や災害発生時の連携と
対応力を高めるため、通信環境の
保守管理、防災訓練の開催、各地
区自主防災組織の支援を行います。

（担当：安全安心課）

安全な交通対策
運転免許証自主返納支援事業

（120 万円）

　平成 30 年 4 月 1 日以降に運転
免許証を自主的に返納された方に
対し、移動手段の確保のための支
援を行います。

（担当：安全安心課）

住まいへの支援
若者定住住宅支援事業

（450 万円）

　若者世帯の転入と定住、3 世代
世帯同居の促進のため、町内に住
宅を取得する費用の一部を支援し
ます。

（担当：地域整備課）

生産者の所得向上
６次産業化推進事業

（2,216 万円）

　６次産業化に向けた取り組みや、
拠点施設であるかわにし森のマル
シェの運営を支援し、生産者の所
得向上を図ります。

（担当：産業振興課）

魅力ある観光づくり
ダリヤ園管理運営事業

（4,207 万円）

　ダリヤ園の魅力・集客力を高め
るため、ダリアの栽培管理や園内
の環境整備、各種キャンペーンに
よる誘客宣伝を行います。

（担当：産業振興課）

　全戸配布していた「町の仕事
と予算」は令和２年度より町
ホームページへの公開のみとな
りました。
　この特集では令和３年度の予
算と主要施策の概要を取り上げ
ましたが、町ホームページに公開
している「町の仕事と予算」は詳
細まで記載されているほか、町の
補助制度一覧もご紹介していま
す。ご覧になりたい方は、町ホー
ムページをご確認ください。
問町まちづくり課
☎２７－１１３３
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今回の新型コロナワクチンは 480 人分
５月６日㈭から町交流館あいぱる（旧二中）で

接種が始まります

　　ワクチン接種を受けるまでの流れ

ロナワクチン接種が町交流館あいぱる（旧二中）で開始されます。
　国からのワクチン供給が未定のため、町フレンドリープラザでの集団接種実施日や町内医療機関での個別接種
開始日は、今後町報かわにしや町ホームページなどでお知らせします。（掲載情報は４月６日時点の情報です。）

　昭和３２年４月１日以前にお生まれの方（６５
歳以上の方）に接種券を送付しました。
　５月６日㈭から、４８０人分の高齢者の新型コ

　　ワクチンの情報・副反応などの相談窓口

内　容 お問合せ先等 備　考
ワクチンの有効性や

安全性などの詳しい情報 首相官邸ホームページ https://www.kantei.go.jp/ ―

ワクチンに関する
国の相談窓口

厚生労働省新型コロナ
ワクチンコールセンター ☎ 0120-761-770 受付

9：00 ～ 21：00
副反応などに関する

県の相談窓口
山形県新型コロナ

ワクチンコールセンター ☎ 0120-567-690 受付
8：30 ～ 18：00

１ 接種を受ける前に
　現在、何らかの病気で治療中の方や体調など接種に不安がある方は、かかりつけ医へのご相談や、予防接種
の効果と副反応のリスクを理解したうえで、接種を受けるか決めてください。

２ 接種には予約が必要です
　４月１２日より、電話による予約受付を開始しました。今回ご案内している日程は、国から届いたワクチン
１箱分で４８０人分（１日８０人）です。予約がいっぱいとなり次第、受付終了となります。国から新たにワ
クチンが届きましたら、町報かわにしや町ホームページなどでお知らせしますので、改めて予約をお願いします。

●予約や接種手続きに関する相談先

【コールセンター】

☎ 0120-567-253
9：00 ～ 17：00（月～金）　※土日祝日除く

◆お電話のかけ間違いにご注意を。
◆予約のない方は接種できません。
◆接種会場・町役場での予約は受け
　付けていません。

３ 接種日までに予診票を記入してください
　予診票には、かかりつけ医の判断を確認する欄があります。かかりつけ医の下で治療中の方は、あらかじめ
かかりつけ医にご相談ください。なお、予診票右上には何も貼らないようご注意ください。

４ 予約した日時に、会場までお越しください
●持ち物：接種券、記入した予診票、本人確認書類（運転免許証など）、お薬手帳（お持ちの方）
●服　装：肩を出しやすい服装
●注　意：自宅で検温し、明らかに発熱がある方、体調が悪い方は接種できませんので、コールセンターまで
　　　　　予約取消のご連絡をお願いします。また、当日、接種会場入口でも検温を行い、その結果によって
　　　　　はお帰りいただく場合があります。

５ 会場では医師の予診（聞き取り等）後に接種を受けます
　予診の結果によっては接種できない場合がありますので、ご承知おきください。

６ 接種後 15 ～ 30 分の健康観察が必要です
　ワクチン接種後、１５分間の健康観察を接種会場で行います。なお、過去に重いアレルギー反応を起こした
ことがある人などは３０分間の健康観察となります。健康観察後、係員の指示により接種終了となります。

　　集団接種会場までの移動支援

　集団接種会場まで自家用車またはデマンド交通を利用できない６５歳以上の方が町内タクシー等を利用した
場合、１台あたり片道 700 円（往復 1,400 円）の初乗り料金を助成します。
●利用料金：１台あたりの片道初乗り料金分７００円（往復１，４００円）
　※集団接種会場までの移動に限り支援します。料金の差額をタクシー業者へお支払いください。
●移動支援する町内業者：下表のタクシー・介護タクシー・有償運送の業者を利用された場合に支援します。
　集団接種会場との往来である旨、直接業者にご連絡ください。差額のお支払いには、カワニシお買物券や福
　祉タクシー利用助成券もご利用いただけますが、業者ごとに使える券が違いますので、ご確認ください。

業者名 電　話
川西観光タクシー㈲ 0120-155-889

㈲大京タクシー 42-3041

㈲みどりタクシー 0120-423-244

㈲どんぐり 54-0050

業者名 電　話
介護タクシーおしどり 42-3929

介護タクシーつばさ 42-6722

はーとサービス川西
※会員のみ利用可

090-6222-7421

問町まちづくり課　☎２７－１１３３

▲関係者や協力者みんなで手順を確認しながらのリハーサル▲受付では接種券確認のほか、検温など体調チェックを行う。

新型コロナワクチン接種
に関するお知らせ
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ラ ダ リ ア が グ ラ ン プ リ 獲 得
　川西子ども観光大使ラダリア（江本一男代表）は、
小中学生を中心に構成され、町内外のイベントや地域
の介護施設等を訪問し、町を応援する歌とダンスを披
露しながら町の観光や魅力をＰＲしています。
　地域課題の解決に取り組む公益活動を顕彰する取り
組みで、本町からはラダリアのほか、ＮＰО法人玉庭
いこいの里（伊藤健一理事長）も受賞しました。

3/22 ス ク ー ル バ ス 贈 呈 式

佐々木金三郎さん（高山）より寄贈
　令和２年に㈱佐々木建設の営業を終了されるにあた
り、佐々木さんよりこれまでの感謝を形にしたいと町
に申し出があり、このたびスクールバス１台を寄贈い
ただきました。
　贈呈式で佐々木さんは「長い間、県や町の仕事をさ
せてもらったことに感謝。子どもたちのため、大切に
使ってほしい。」とあいさつしました。

3/29 ふ る さ と 名 品 オ ブ・ ザ・ イ ヤ ー

「 豆 の あ る ま ち 」 が 特 別 賞 に
　「豆」を切り口にしたコミュニケーションで本町の
魅力を都市住民に伝えてきたやまがた里の暮らし推進
機構（登坂賢治理事長）は、コロナ禍に見舞われた昨年、
対面での事業を最小限にしつつ、地域資源を活用した
オンラインの交流の場を繰り返し設け、川西ファンを
増やしてきました。これらの活動が、新しい生活様式
における関係人口の維持拡大の好例と評価されました。

4/6 町 内 幼 児 施 設 で 入 園 式

ピ カ ピ カ の 新 入 園 児 た ち
　北斗幼稚園では４月６日に入園式が行われ、１３人
が新たに仲間入りしました。新入園児たちは園長先生
から名前を呼ばれると元気に返事をしていました。
　４月１日～１０日にかけて町内幼児施設で入園式が
行われました。今年度当初の町内幼児施設の園児数は
５歳児８４人、４歳児９３人、３歳児８３人、２歳児
５１人、１歳児５７人、０歳児１５人です。

町報かわにし　89　町報かわにし 令和3年4月15日 令和3年4月15日

町 街 まちのニュース 町 街 まちのニュース

　令和２年度に頂戴した新型コロナ関連の寄附
　　　　　　　　　　　　　　　　　問町総務課　☎４２－６６１０

　令和２年度中、あわせて２０の個人、団体のみなさんから「新型コロナ感染防止対策に役立ててほしい」と
いった思いから、たくさんの寄附をいただきました。いただいた寄附は、町役場庁舎をはじめ教育施設などで
も活用させていただいています。本当にありがとうございます。
　また、１００万円以上の高額な寄付をいただいた３社に対し、町から「川西町緑と愛と丘いきいき顕彰規定」
に基づく「川西町緑と愛と丘いきいき顕彰」を贈呈させていただきました。

●新型コロナ対策を目的とする町への寄付一覧
（令和２年度受付分）

川西町緑と愛と丘いきいき顕彰
　あらゆる分野において、町の名声を高めた方、他の
模範として顕著な功績のあった方を顕彰しています。
　平成２２年３月から実施していて、これまで４団体・
１個人に対して顕彰しています。

株式会社殖産工務所 様（上小松）
寄付金額：３００万円
用途：防災用品の購入

株式会社ニューメディア 様（米沢市）
寄付金額：３００万円　　　　　　
用途：教育用品（電子黒板）の購入

米沢信用金庫 様（米沢市）
寄付金額：１００万円　　　　　
用途：町の経済対策の一部に活用

期　日 寄付者（敬称略） 内　容
4/6 米沢信用金庫 現金 100 万円

4/10 ㈱ナウエル マスク 150 枚

4/16 ぷちショップさがえ 消毒液 17 Ｌ

4/20 エーザイ㈱
マスク 100 枚

栄養ドリンク 300 本
ハンドクリーム 300 個

4/27 積水ハウス㈱ マスク 350 枚

4/30 ㈱ナウエル マスク 500 枚

5/1 川西山形ライオンズクラブ マスク 140 枚
消毒液 17 Ｌ

5/11 醍醐郁子 マスク 50 枚

5/11 アトリエシフォン マスク 650 枚

5/13 置賜地区商工会青年部
連絡協議会他 消毒液 40 Ｌ

5/20 エーザイ㈱ マスク 300 枚

5/20 米沢法人会 マスク 1,000 枚

5/20 ㈱安藤電気工事 マスク 500 枚

5/26 米沢青年会議所 消毒液 500ml×100 本

5/29 ㈱殖産工務所 現金 300 万円

6/23 ㈱ニューメディア 現金 300 万円

7/21 第一生命保険㈱ マスク 1,000 枚

12/10 県建設労働組合連合会
協議会青年部 アクリルボード 10 セット

12/16 ぷちショップさがえ 消毒液 34 Ｌ

1/25 吉島地区更生保護女性会 現金 5 千円
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1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 ## 2020 2025 2030 2035 2040 2045

総人口 30,294 28,506 25,500 23,764 22,539 22,423 22,205 21,548 20,764 19,688 18,437 17,313 ## 14,228 12,783 11,443 10,148 8,869 7,655

0～14歳 10,551 9,577 7,593 5,485 4,336 4,100 4,281 3,936 3,370 2,696 2,206 1,953 ## 1,534 1,344 1,166 993 832 695

15～64歳 18,336 17,353 16,054 16,014 15,612 15,380 14,687 13,859 12,714 11,740 10,904 9,976 ## 7,268 6,085 5,278 4,668 4,003 3,331

65歳以上 1,407 1,576 1,853 2,265 2,591 2,943 3,237 3,753 4,680 5,252 5,327 5,384 ## 5,426 5,354 4,999 4,487 4,034 3,629

30,294 28,506 25,500 23,764 22,539 22,423 22,205 21,548 20,764 19,688 18,437 17,313 ## 14,228 12,783 11,443 10,148 8,869 7,655

1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 ##

総人口 30,294 28,506 25,500 23,764 22,539 22,423 22,205 21,548 20,764 19,688 18,437 17,313 ##

0～14歳 10,551 9,577 7,593 5,485 4,336 4,100 4,281 3,936 3,370 2,696 2,206 1,953 ##

15～64歳 18,336 17,353 16,054 16,014 15,612 15,380 14,687 13,859 12,714 11,740 10,904 9,976 ##

65歳以上 1,407 1,576 1,853 2,265 2,591 2,943 3,237 3,753 4,680 5,252 5,327 5,384 ##

30,294 28,506 25,500 23,764 22,539 22,423 22,205 21,548 20,764 19,688 18,437 17,313 ##

1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045
総人口 30,294 28,506 25,500 23,764 22,539 22,423 22,205 21,548 20,764 19,688 18,437 17,313 15,751 14,228 12,783 11,443 10,148 8,869 7,655

0～14歳 10,551 9,577 7,593 5,485 4,336 4,100 4,281 3,936 3,370 2,696 2,206 1,953 1,749 1,534 1,344 1,166 993 832 695

15～64歳 18,336 17,353 16,054 16,014 15,612 15,380 14,687 13,859 12,714 11,740 10,904 9,976 8,663 7,268 6,085 5,278 4,668 4,003 3,331

65歳以上 1,407 1,576 1,853 2,265 2,591 2,943 3,237 3,753 4,680 5,252 5,327 5,384 5,339 5,426 5,354 4,999 4,487 4,034 3,629
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1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2,015
総人口 30,29 28,50 25,50 23,76 22,53 22,42 22,20 21,54 20,76 19,68 18,43 17,31 15,75

0～14歳 10,55 9,577 7,593 5,485 4,336 4,100 4,281 3,936 3,370 2,696 2,206 1,953 1,749

15～64歳 18,33 17,35 16,05 16,01 15,61 15,38 14,68 13,85 12,71 11,74 10,90 9,976 8,663

65歳以上 1,407 1,576 1,853 2,265 2,591 2,943 3,237 3,753 4,680 5,252 5,327 5,384 5,339
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生産年齢人口(15～64歳）

年少人口(0～14歳）

老年人口(65歳以

1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045

総人口 30,29 28,50 25,50 23,76 22,53 22,42 22,20 21,54 20,76 19,68 18,43 17,31 15,75 14,22 12,78 11,44 10,14 8,869 7,655

0～14歳 10,55 9,577 7,593 5,485 4,336 4,100 4,281 3,936 3,370 2,696 2,206 1,953 1,749 1,534 1,344 1,166 993 832 695

15～64歳 18,33 17,35 16,05 16,01 15,61 15,38 14,68 13,85 12,71 11,74 10,90 9,976 8,663 7,268 6,085 5,278 4,668 4,003 3,331

65歳以上 1,407 1,576 1,853 2,265 2,591 2,943 3,237 3,753 4,680 5,252 5,327 5,384 5,339 5,426 5,354 4,999 4,487 4,034 3,629
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年少人口(0～14

※2020年以降は、国立社会保【単位： 持続可能なまちづくりを
目指して

かわにし未来ビジョン（第5次川西町総合計画）後期基本計画および

第2期川西町まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定
問町まちづくり課　☎２７－１１３３

町
総
合
計
画
）」
は
、
町
が
目
指
す
べ
き
方

向
を
明
確
に
す
る
10
年
間
の
「
基
本
構
想
」

と
前
後
期
５
年
間
の
「
基
本
計
画
」
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
基
本
計
画
」
は
、「
基
本
構
想
」
に
掲
げ

た
施
策
の
大
綱
を
具
現
化
す
る
た
め
の
基
本

的
な
施
策
を
体
系
的
に
示
す
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
度
を
も
っ
て
５
年
間
の
前
期
基

本
計
画
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
町

で
は
、
令
和
３
年
度
を
初
年
度
と
す
る
後
期

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生
を

目
的
に
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
川
西
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
も
、

令
和
２
年
度
を
も
っ
て
終
期
を
迎
え
た
こ
と

か
ら
、
第
２
期
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
今
回
策
定
し
た
計
画
等

の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

　

後
期
基
本
計
画
は
前
期
５
年
間
の
取
り
組

み
を
検
証
し
、
社
会
的
情
勢
の
変
化
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
、
前
期
基
本
計
画
を
ベ
ー
ス

に
、
見
直
し
や
新
た
な
視
点
を
加
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
若
者
の
定
着
、
多
様
な
担
い
手

の
育
成
・
確
保
、
中
心
市
街
地
活
性
化
、
置

賜
農
業
高
校
の
魅
力
化
な
ど
の
課
題
へ
の
対

応
、
町
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
様
々
な
形
で

町
や
地
域
に
関
わ
る
関
係
人
口
の
拡
大
、
激

甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

に
お
け
る
新
た
な
日
常
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
と
い
っ
た
、
昨
今
の
社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
た
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
「
基
本
構
想
」
の
趣
旨

　
「
か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
基
本
構
想

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
を
「
夢
と

愛
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
～
田
園
回
帰
の
時

代
の
流
れ
の
中
で
～
」
と
し
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
町
に
住
み
続
け
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
の
新
た
な
時
代
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る

心
＝「
夢
」と
支
え
合
い
の
協
働
の
心
＝「
愛
」

を
次
世
代
＝
「
未
来
」
へ
守
り
、
つ
な
い
で

い
く
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
４
次
総
合
計
画
で
は
、「
協
働
」

を
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

各
地
区
に
お
い
て
地
域
特
性
を
活
か
し
た
自

主
的
な
地
域
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
な
ど
の

成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
第
５
次
総
合
計

画
で
は
、「
協
働
」
に
加
え
、
町
に
関
わ
る

す
べ
て
の
人
が
培
っ
て
き
た
能
力
や
経
験
を

様
々
な
形
で
発
揮
し
、
新
し
い
魅
力
を
想
像

し
て
い
く
「
共
創
」
の
理
念
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら
に

充
実
、
成
熟
さ
せ
て
い
く
た
め
、
テ
ー
マ
を

『「
協
働
」
そ
し
て
「
共
創
」
へ
』
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
を
克
服
し
、
活
力
あ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
は
、「
第
５
次
総
合
計
画
」
と
共
通
す

る
目
標
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
第
２
期
川
西

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
後
期
基
本
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置

付
け
る
こ
と
で
、
一
体
的
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

川
西
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　

町
で
は
、
平
成
27
年
の
第
１
期
目
の
総
合

戦
略
策
定
の
際
に「
川
西
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
２
０
４
０
（
令
和
22
）
年
の
人

口
目
標
を
１
万
２
千
人
と
設
定
し
ま
し
た
。

　

下
の
グ
ラ
フ
（
人
口
の
長
期
的
な
見
通

し
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
、パ
タ
ー
ン
１
（
何

も
対
策
を
講
じ
な
い
場
合
）、
パ
タ
ー
ン
２

（
合
計
特
殊
出
生
率
が
人
口
を
長
期
的
に
一

定
に
保
て
る
水
準
の
２
・
１
ま
で
上
昇
し
た

将
来
像

テ
ー
マ

基
本
目
標

緑と愛と丘のあるまち

夢と愛を未来につなぐまち
～田園回帰の時代の流れの中で～

「協働」そして「共創」へ

と
仮
定
し
た
場
合
）、
パ
タ
ー
ン
３
（
合
計

特
殊
出
生
率
を
国
が
長
期
的
な
見
通
し
で
仮

定
値
と
し
た
２
０
２
０
年
に
は
１
・
６
程
度
、

２
０
３
０
年
以
降
は
１
・
８
程
度
を
維
持
し
、

か
つ
人
口
移
動
が
ゼ
ロ
と
仮
定
し
た
場
合
）

の
人
口
推
計
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
パ
タ
ー
ン
３
に
よ
る
推
計
結
果

を
踏
ま
え
、
２
０
４
０
（
令
和
22
）
年
の
人

口
目
標
１
万
２
千
人
を
継
続
し
て
目
指
す
こ

と
と
し
ま
す
。

●総人口・年齢３区分別人口の推移

●人口の長期的な見通し（町独自人口推計）

成
28
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
か
わ

に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
５
次
川
西

平

まちづくり課　大河原主事

町
報
４
月
号
に
折
込
し
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
！

【単位：人】

総人口

生産年齢人口（15～64歳）

年少人口（0～14歳）

老年人口（65歳以上）

2020年以降は、国立社会保障・
人口問題研究所による推計値

◆特集◆　持続可能なまちづくりを目指して

「01 市区町村別推計（暫定版）20190329（川西シミュレーション）」シートにより推計
2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

パターン１ 15,751 14,228 12,783 11,443 10,148 8,869 7,655 社人研
パターン２ 15,751 14,256 12,886 11,650 10,435 9,220 8,045 6,992 6,099 5,325 4,624 社人研移動＋出生率2.1
パターン３ 15,751 14,927 14,122 13,428 12,747 12,019 11,314 10,668 10,130 9,682 9,272 独自推計

2,015 2,020 2,025 2,030 2,035 2,040 2,045 2,050 2,055 2,060 2,065

国のパターン１ 15751 14256 12886 11650 10435 9220 8045 6992 6099 5325 4624 社人研移動＋出生率2.1

国のパターン２ 15751 14956 14244 13636 13041 12409 11812 11283 10872 10561 10305 移動ゼロ+出生率2.1

社人研 15751 14228 12783 11443 10148 8869 7655 社人研

パターン３ 15751 14927 14122 13428 12747 12019 11314 10668 10130 9682 9272 独自推計

国のパターン２は現実的ではないため人口ビジョンには載せない

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

パターン１ 15,751 14,228 12,783 11,443 10,148 8,869 7,655

パターン２ 15,751 14,256 12,886 11,650 10,435 9,220 8,045 6,992 6,099 5,325 4,624

パターン３ 15,751 14,927 14,122 13,428 12,747 12,019 11,314 10,668 10,130 9,682 9,272

0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000
12,000
14,000
16,000
18,000

パターン１

パターン２

パターン３

2,015 2,020 2,025 2,030 2,035 2,040 2,045 2,050 2,055 2,060 2,065

国のパターン１ 15751 14256 12886 11650 10435 9220 8045 6992 6099 5325 4624

国のパターン２ 15751 14956 14244 13636 13041 12409 11812 11283 10872 10561 10305

社人研 15751 14228 12783 11443 10148 8869 7655
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参考：第2期手引きによる国の示すパターン２を加えた場合

国のパターン１ 国のパターン２ 社人研 パターン３

【単位：
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分
野
１

ひとづくり
「集まる」まちをつくる

　住む人が自分達の地域に対して「誇り」を持ち、訪
れる人が、本町が持つ魅力に「憧れ」を抱くまちづく
りを進めることで、人と魅力が「集まる」まちを目指
していきます。

１　まちづくりを支える人材の確保・育成
２　人をつなげる交流の促進
３　心を豊かにする学びの促進

未来を担うひとづくり１

１　女性の能力が発揮しやすい環境の整備
２　誰もが安心して暮らせる環境の整備

女性が輝く社会づくり２

１　子育て環境の充実
２　地域・家庭・学校が連携した教育の推進
３　幼児・児童・生徒の学ぶ力の育成
４　健やかに育む教育環境の充実

子どもが夢を持ち健やかに３

育つ環境づくり

１　心と体の健康づくりの推進
２　地域医療の充実　　　３　地域福祉の推進
４　高齢者福祉の充実
５　障がい者（児）福祉の充実

生涯現役で生活できる４

健康元気づくり

１　地域資源の評価と共有
２　川西ブランドの構築と活用

川西ブランドづくり５

◆プロジェクト
この先５年間、重点を置く施策

リーディング
プロジェクト

プロジェクト１

　本町の基幹産業である農業をはじめとする各産業の
振興、企業誘致や起業支援による雇用の創出を図ると
ともに、農商工等の各種連携による商品開発やイノベー
ションの創出を支援します。また、地域資源を活かし

プロジェクト２

　自分の生まれ育った町に誇りを持ち貢献できる人材
を育成するとともに、結婚観の醸成、生活環境や子育
て環境の充実を図り、若者の定着につなげます。また、

プロジェクト３

　男女が協調して活力ある地域社会を築いていくため、
家庭や地域、職場における男女共同参画意識の醸成を

プロジェクト４

　社会の中で自らの意欲や能力を高め、発揮し、生涯
を通して心身ともに健康で生きがいを持ちながら、誰も

プロジェクト５

　激甚化・頻発化する自然災害に対応するため、防災
体制の強化、災害に強いまちづくりを推進するととも
に、ポストコロナにおける新たな日常や新興・再興感染

　

策
定
の
経
過

　

後
期
基
本
計
画
・
第
２
期
総
合

戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
川

西
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
藤
倉

利
英
委
員
長
）
や
川
西
町
地
域
づ

く
り
連
絡
協
議
会
（
加
藤
健
吉
会

長
）、
各
機
関
・
団
体
の
代
表
者

な
ど
有
識
者
の
方
々
と
の
意
見
交

換
や
、
町
内
全
地
区
で
の
「
町
長

と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
開
催
、

「
ま
ち
づ
く
り
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
通
し
て
い
た
だ
い
た
様
々
な
声

を
基
に
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

後
期
基
本
計
画
案
に
つ
い
て
は
、

議
会
で
の
審
議
を
経
て
、
令
和
２

年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
議
決
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議会上程

後期基本計画策定

◆総合計画策定連絡協議会
（三役、各課等の長で構成）

◆総合計画策定企画会議
（各課職員により構成）

◆事務局（未来づくり課）

庁内組織

意見
検討

助言

まちづくり委員会

有識者との意見交換会

地域づくり連絡協議会

町長とのふれあいトーク

まちづくり町民アンケート

町民参画

総合計画策定アドバイザー

神戸国際大学経済学部

中村 智彦 教授

議 会

意見

議決

後期基本計画・

第２期総合戦略

一体的策定

後期基本計画(案)

【写真の説明】①令和２年度当初の町地域おこし協力隊のみなさん　②町内で活躍
される女性農業者。更なる拡大が望まれる。　③令和２年度より必修化された小
学校の英語教育　④高齢者の日中の居場所となるサロン　⑤日本を代表する作家・
劇作家の井上ひさし（故人）

①

②

③ ④

⑤

メディカルタウン
整 備 推 進

男 女 共 同 参 画 推 進

町 民 総 活 躍

安心して暮らせるまちづくり

地 域 経 済 活 性 化

移住・定住・交流促進

　公立置賜総合病院周辺が持つ地理的優位性や機能性を活かし
ながら、医療・住宅・商業が融合したメディカルタウンを形成
し、定住人口の創出と交流人口の拡大を図ります。
１　定住人口の創出　　　２　民間施設の誘致促進

症等に適切に対応し、町民
が安心して暮らせる環境づ
くりを進めます。
１　災害に強いまちづくり
２　感染症等による新たな
　　日常への対応

がまちづくり活動に参画できる
環境づくりを進めます。
１　多様な人材の活躍促進
２　生きがいづくりと
　　健康寿命の延伸
３　置賜農業高等学校の魅力化

目指した取り組みを進めます。
１　男女共同参画意識の醸成
２　能力を発揮し活躍できる
　　環境の整備
３　健康で豊かに暮らせる
　　環境の整備

た魅力ある観光産業の確
立、町の玄関である羽前
小松駅を含む中心市街地
の活性化を図り、地域経
済への波及を図ります。
１　農業所得の向上と
　　担い手の育成
２　雇用の創出　　　
３　魅力ある観光
４　中心市街地の活性化

本町の暮らしにある様々な価
値を発信し、丁寧な交流を土
台にして移住者の呼び込みや
関係人口の創出・拡大につな
げ、人口減少の克服を図って
いきます。
１　若者世代の定着　　
２　移住・定住支援の充実
３　暮らしやすいまちづくり
４　交流・関係人口の拡大

◆特集◆　持続可能なまちづくりを目指して ◆特集◆　持続可能なまちづくりを目指して
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分
野
２

ちいきづくり
「楽しい」まちをつくる

　人と人との関係が豊かで安心して生活できるコミュ
ニティが形成され、快適な生活が送れる環境づくりを
進めることで、「楽しい」地域、「楽しい」生活のある
まちを目指していきます。

１

１　多様な住宅環境の整備
２　総合的な雪対策の充実
３　住みやすい環境づくりの推進
４　暮らしを支えるインフラの維持

快適で住みよい環境づくり２

時代に応じた都市機能づくり３
１　医療、住宅、商業が融合したまちづくりの推進
２　中心市街地の活性化

１　幹線道路ネットワークの整備促進
２　生活道路等整備促進
３　生活公共交通の確保

安全で機能的な４

交通ネットワークづくり

１　防災体制の充実
２　安心な生活環境づくりの推進

安全安心な暮らしづくり５

１　地域づくりの推進
２　地域コミュニティの維持

地域を支える自立した

コミュニティづくり

分
野
３

しごとづくり
「挑戦する」まちをつくる

　住む人と事業所、行政等が一緒になって何事にも「挑
戦する」気運や「挑戦できる」環境を醸成することで、
暮らしの経済活動が活発に営まれ、地域の活気とにぎ
わいに満ちたまちづくりを目指していきます。

１

１　産業間ネットワークの促進
２　にぎわいのある商業の振興
３　ものづくりを育む工業の振興

相互に連携する産業づくり２

１　企業誘致の促進
２　起業者の発掘・育成
３　産学官金労言連携の促進
４　再生可能エネルギーの利活用

多様な仕事を生み出す３

戦略づくり

１　ふれあいの丘の機能充実
２　広域的な観光資源活用と連携強化
３　効果的な観光情報発信の強化

魅力ある観光づくり４

行政運営づくり

効果的で効率的な５

豊かさをもたらす

強い農業づくり

　

計
画
の
特
徴

●
効
果
的
・
効
率
的
な
計
画
の
推
進

　

第
２
期
総
合
戦
略
を
後
期
基
本

計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付

け
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
体
的

で
効
果
的
な
推
進
と
進
行
管
理
の

効
率
化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
施
策
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ご
と
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価

指
標
）
等
の
数
値
目
標
を
設
定
し
、

進
捗
の
見
え
る
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

●
第
４
次
川
西
町
男
女
共
同
参
画

　

推
進
計
画
を
包
含

　

町
で
は
、
平
成
18
年
に
川
西
町

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
を
策
定

し
、
男
女
が
相
互
に
認
め
合
い
、

尊
重
す
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
人
口
減
少
と
高
齢

化
の
進
行
は
、
今
後
さ
ら
に
進
む

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
女
性

の
社
会
参
画
と
活
躍
を
よ
り
一
層

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、「
第
４
次
川
西
町
男

女
共
同
参
画
推
進
計
画
」
を
後
期

基
本
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
総

合
戦
略
）
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
男

女
共
同
参
画
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
位
置
付
け
し
、
重
点
化
し

て
い
き
ま
す
。
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
行
動
計
画
）
は
、

別
途
策
定
し
ま
す
。

●
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

　

Ｇ
ｓ
）
の
理
念
を
意
識

　

持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）
は

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
の
国
連

サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
た
国
際
社
会
全
体
の
共

通
目
標
で
す
。「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
２
０
３
０
（
令
和

12
）
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
17
の

目
標
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
は
、「
か
わ

に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
目
指
す

ま
ち
の
姿
と
共
通
の
も
の
で
あ
る

た
め
、
後
期
基
本
計
画
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
こ
の
目
標
達
成
に

貢
献
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
施
策
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

連
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ア
イ
コ
ン
を

表
示
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た

取
り
組
み
と
し
て
い
き
ま
す
。

１　戦略的農業経営の確立
２　安定した生産体制の確立

１　公共施設の計画的な整備
２　行財政改革の推進
３　広域行政の推進

【写真の説明】①町の現庁舎の跡地利用や中心市街地活性化が課題　②地域の交通
を支えるデマンド型乗合交通　③きらりよしじまネットワークが行っている買い
物支援サービス　④災害時にオンラインで状況把握ができるような体制整備が必
要　⑤除雪作業など本町の冬には欠かせない雪対策

③ ④

①

② ⑤

①

【写真の説明】①ドローンの
活用など最新技術を用いた
スマート農業の推進が大切
②全国お米甲子園で優勝す
るなど活躍している置賜農
業高校生徒　③効率的な行
政運営が求められる（現庁
舎窓口スペース）　④ふれあ
いの丘ににぎわいを生む川
西ダリアパークゴルフ場　
⑤商工業に親しんでもらう
ための取り組み（かわにし
産業フェア）

② ③

④

⑤

◆特集◆　持続可能なまちづくりを目指して ◆特集◆　持続可能なまちづくりを目指して
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令和３年度　川 西 町 職 員 配 置
調
整
監
　
大
滝
治
則

総
務
課
　
課
長
（
大
滝
治
則
）

総
務
調
整
主
幹
　
鈴
木
清
隆
（
再
任
用
）

行
政
管
理
専
門
員　
奥
村
大
祐

　
総
務
主
査　
菊
地
絵
梨
子

　
主
事　
渡
部　
大
、
鈴
木
健
久
朗
、

　
　
　
　
（
五
雲
寺　
良
）

情
報
統
計
主
幹
（
大
滝
治
則
）

　
Ｄ
Ｘ
推
進
主
査
（
奥
村
大
祐
）

　
広
報
統
計
主
査　
関
川
麻
美

　
主
事　
田
宮
悠
佑
、
相
羽　
洋

総
務
課
付

　
置
賜
広
域
病
院
企
業
団
派
遣

　
主
幹　
小
倉
繁
樹

　
主
査　
竹
田
真
也
、
鈴
木
ル
ミ
子
、

　
　
　
　
中
野
ゆ
か
り

　
山
形
県
派
遣　
主
事　
遠
藤　
渡

　
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西
消
防
署
併
任

　
課
長　
高
橋　
直

　
主
幹　
松
田
寛
恭
　
主
査　
松
山
竜
也

安
全
安
心
課
　
課
長
　
後
藤
哲
雄

危
機
管
理
主
幹　
前
山
律
雄

　
危
機
管
理
主
査
（
前
山
律
雄
）

　
主
事　
髙
橋
知
希

生
活
安
全
主
幹　
田
中
和
広

　
生
活
安
全
主
査
（
田
中
和
広
）

　
主
事
補　
大
嶋
恭
平

財
政
課　
課
長
　
坂
野
成
昭

財
政
主
幹　
中
山
宗
隆

　
財
政
主
査　
石
田
英
之

　
主
任　
田
村
直
之　
主
事　
川
崎
俊
輔

契
約
管
財
主
幹　
伊
藤
勝
彦　

　
財
産
管
理
主
査　
平
田
一
則

　
契
約
検
査
主
査
（
伊
藤
勝
彦
）

　
主
事　
宮
田
将
大

自
動
車
運
転
手　
齋
藤
広
則
、竹
田
牧
人
、

　
　
　
　
　
　
　
川
崎
政
弘

ま
ち
づ
く
り
課
　
課
長
　
針
生
富
雄

企
画
調
整
主
幹　
鈴
木　
玄

　
企
画
調
整
主
査　
嵐　
孝
久

　
主
事　
千
葉
有
生
子
、
大
河
原
綾
乃

地
域
交
流
主
幹　
齊
藤
敏
明

　
地
域
振
興
主
査　
関
川　
守

　
交
流
主
査
（
齊
藤
敏
明
）

　
主
任　
江
袋
征
太

　
主
事　
田
宮
枝
里
子
、
髙
橋
聡
太

　
主
事
補　
濱
田
あ
み

政
策
推
進
課
　
課
長
　 
遠
藤
準
一

政
策
推
進
主
幹
　
鈴
木
優
徳

　
政
策
推
進
主
査　
古
澤
和
明（
県
か
ら
派
遣
）

　
主
事　
小
林
駿
太

地
方
創
生
主
幹
　
色
摩
良
一

　
地
方
創
生
主
査　
小
形
崇
洋

　
主
事　
須
貝
健
斗

　
介
護
支
援
主
査　
渡
部
浩
明

　
主
任　
一
條
恵
美

　
主
事　
橋
本
亜
里
沙

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
原
田
智
和
）

副
所
長
（
梶
山
由
美
）

包
括
支
援
専
門
員
　
淀　
ひ
ろ
み

　
包
括
支
援
主
査　
推
名
志
保

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
（
原
田
智
和
）

町
税
主
幹　
今
野
辰
也

　
住
民
税
主
査　
須
貝
真
奈
美

　
資
産
税
主
査　
伊
藤
聡
子

　
主
　
任　
髙
橋　
司

　
主
　
事
　
木
村
謙
一
、
佐
田
宗
人
、

　
　
　
　
　
片
倉　
壮

　
主
事
補　
青
柳
朋
花

収
納
主
幹　
安
藤
美
樹

　
収
納
主
査　
黒
澤
直
樹
、
寒
河
江
陽
子

　
主
事　
大
平
麻
人

会
計
主
幹　
會
田
美
由
紀

　
出
納
主
査
　
齋
藤
久
美
子

　
主
事　
山
路　
茜

住
民
課
　
課
長
　
近
　
祐
子

戸
籍
住
基
主
幹　
加
藤
元
康

　
戸
籍
住
基
主
査　
中
山　
恵

　
総
合
窓
口
主
査　
佐
藤
紀
子
（
再
任
用
）

　
主
　
事　
猪
野
春
香
、
原
田
恭
兵

　
主
事
補　
小
関
未
夢

年
金
保
険
主
幹　
緒
形
成
美

　
年
金
保
険
主
査　
竹
田
紀
子

　
主
　
事　
加
藤　
遥
、
宮
田
瑞
穂

　
主
事
補　
笠
原　
滉

環
境
主
幹
（
近　
祐
子
）

　
環
境
衛
生
主
査　
髙
橋
豊
文

　
主
事　
髙
田
翔
汰

健
康
子
育
て
課
　
課
長　
金
子
征
美

健
康
子
育
て
調
整
主
幹
　
鈴
木
浩
之（
再
任
用
）

健
康
主
幹　
井
上
道
子

　
健
康
主
査　
小
野
久
仁
子
、
岡
﨑
ま
き

　
主
任
（
保
健
師
）　
吉
村
恵
美
子
、
齋
藤
美
咲

　
主
任
（
管
理
栄
養
士
）　
原　
美
沙
子

　
保
健
師　
黒
木
紫
帆

子
育
て
主
幹　
内
谷
浩
美

　
子
育
て
主
査
（
内
谷
浩
美
）

　
主
事　
田
口
実
加
子
、
髙
橋
拓
海

農
地
林
務
課
　
課
長　
内
谷
新
悟

農
地
主
幹　
髙
橋
光
好

　
農
地
主
査
　
竹
田
智
弘　

　
主
事　
淀
野
拓
也
、
玉
田
絵
里
子

農
村
林
務
主
幹
（
内
谷
新
悟
）

　
農
村
主
査
　
寒
河
江
哲
也

　
林
務
主
査　
佐
々
木
伸
治

　
主
　
事　
今
井
俊
宏
（
再
任
用
）

　
主
事
補　
髙
橋
昌
一
郎
（
新
規
採
用
）

地
域
整
備
課
　
課
長
　
奥
村
正
隆

建
設
管
理
主
幹　
大
河
原
孝
如

　
整
備
計
画
主
査　
後
藤　
毅　

　
道
路
管
理
主
査　
佐
々
木
満
樹

　
国
土
調
査
主
査　
山
田
耕
司

　
主
任
（
建
築
技
師
）　

伊
藤　
敦

　
主
任　
朽
木　
惇
　
主
事　
渡
部
達
朗

上
下
水
道
調
整
主
幹　
吉
田
良
司（
再
任
用
）

　
上
水
道
主
査　
齊
藤　
誠
、

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
裕
子

　
下
水
道
主
査
（
吉
田
良
司
）

　
主
任　
高
橋
和
久

　
主
事　
塚
田
健
太
郎
、
長
澤
拓
斗
、

　
　
　
　
秋
葉
春
輝

議
会
事
務
局 

事
務
局
長 

緒
形
信
彦

事
務
局
長
補
佐　
大
友
勝
治　

　
議
事
調
査
主
査
（
大
友
勝
治
）

　
主
査
（
髙
橋
利
幸
）

監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
事
務
局
長
（
緒
形
信
彦
）

事
務
局
長
補
佐
（
大
友
勝
治
）　

　
監
査
主
査　
髙
橋
利
幸

　
　
　
　
（
奥
村
大
祐
）（
菊
地
絵
梨
子
）

　
　
　
　
（
関
川
麻
美
）（
田
宮
悠
佑
）

　
　
　
　
（
渡
部　
大
）（
鈴
木
健
久
朗
）

　
　
　
　
（
髙
橋
知
希
）（
相
羽　
洋
）

　
　
　
　
（
大
嶋
恭
平
）

令
和
３
年
３
月
31
日
付
け
退
職
者

　
鈴
木　
浩
之
（
調
整
監
）

　
佐
藤　
紀
子
（
課
長
）

　
奥
村　
邦
彦
（
課
長
）

　
淀
野　
芳
広
（
課
長
）

　
堀
内　
広
幸
（
専
門
員
）

　
島
貫　
祐
樹
（
指
導
主
事
）

　
小
形　
弘
子
（
園
長
）

　
小
方
恵
美
子
（
園
長
）

　
吉
田　
玲
子
（
所
長
）

　
久
坂
部
令
子
（
所
長
）

　
主
任
（
保
育
士
）　

藤
田
江
里
、
井
上
千
穂

　
保
育
士　
渡
部
恵
子
、
竹
内
晴
美
、

　
　
　
　
　
安
部
友
恵
、
佐
藤　
愛
、

　
　
　
　
　
髙
橋
知
紘

　
調
理
師　
髙
橋
美
和
、
後
藤
久
美
子

【
玉
庭
へ
き
地
保
育
所
】

　
所
長
（
齋
藤
美
貴
子
）

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】 

　
所
長
（
金
子
征
美
）

　
主
任
（
保
育
士
）　

小
方
恵
美
子
（
再
任
用
）

農
業
委
員
会
事
務
局
　

　
　
　
　
事
務
局
長
（
内
谷
新
悟
）

事
務
局
長
補
佐
（
髙
橋
光
好
）　

　
農
地
主
査
（
竹
田
智
弘
）　

　
職
員
　（
佐
々
木
伸
治
）（
寒
河
江
哲
也
）

　
　
　
　
（
淀
野
拓
也
）（
玉
田
絵
里
子
）

　
　
　
　
（
今
井
俊
宏
）（
髙
橋
昌
一
郎
）

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
文
化
課
　
課
長
　
安
部
博
之

教
育
総
務
主
幹　
金
子
満
博

　
教
育
総
務
主
査　
大
友
登
貴
子

　
教
育
施
設
主
査　
米
野　
宏

　
指
導
主
事　
後
藤　
聡
（
新
規
採
用
）

　
　
　
　
　
　
島
貫
裕
一

　
主
　
任　
平　
百
合

　
主
　
事　
情
野
紗
季

　
主
事
補　
大
内
朱
美

生
涯
学
習
主
幹　
井
上
明
子

　
生
涯
学
習
主
査　
神
尾
亜
希
之

小
学
校
・
中
学
校　

【
小
松
小
学
校
】

　
調
理
師　
神
保
美
由
紀
、
奥
村
千
枝
子
、

　
　
　
　
　
髙
橋
万
里
子

　
用
務
員　
笹
木　
誠

【
大
塚
小
学
校
】

　
調
理
師　
松
木　
泉
、
平
田
あ
や
子

【
犬
川
小
学
校
】
調
理
師　
大
河
原
妙
子

【
吉
島
小
学
校
】

　
調
理
師
　
小
林
美
紀
子
、
齋
藤
久
美

【
中
郡
小
学
校
】

　
調
理
師　
髙
橋
泰
子
、
鈴
木
祐
子

【
玉
庭
小
学
校
】
調
理
師　
巻
田
千
香
子

【
川
西
中
学
校
】

　
調
理
師　
蔵
田
明
美
、
佐
藤　
恵
、

　
　
　
　
　
安
達
百
合

　
用
務
員　
松
田
一
志
（
再
任
用
）

産
業
振
興
課
　
課
長　
井
上
憲
也

農
業
企
画
主
幹　
佐
藤
賢
一

　
農
業
企
画
主
査　
髙
橋
陽
一

　
主
　
任
　
鈴
木　
栄

　
主
　
事　
平
間　
恵

　
主
事
補　
鈴
木
耕
司
（
新
規
採
用
）

生
産
振
興
主
幹　
小
林
俊
一

　
６
次
産
業
化
主
査
（
小
林
俊
一
）

　
生
産
振
興
主
査　
佐
藤
朋
和

　
主
事　
梅
津
智
史
、
寒
河
江
桜
子
、

　
　
　
　
寒
河
江
一
満

商
工
観
光
主
幹　
五
十
嵐
義
文

　
商
工
労
政
主
査　
孫
田
之
絵

　
観
光
主
査　
梅
津
郭
文

　
主
　
事　
加
藤
輝
美
、
小
形
悠
介

　
主
事
補　
伊
藤　
萌
（
新
規
採
用
）

　
文
化
振
興
・
生
涯
学
習
施
設
主
査

淀
野
芳
広
（
再
任
用
）

　
主
事　
齋
藤
由
惟

ス
ポ
ー
ツ
振
興
主
幹　
齋
藤
雅
美

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
主
査
（
齋
藤
雅
美
）

町
　
長
　
原
田
俊
二

副
町
長
　
山
口
俊
昭

教
育
長
　
小
野
庄
士

幼
稚
園
・
保
育
所
・

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
美
郷
幼
稚
園
】
園
長　
大
河
原　
敦

　
副
園
長　
土
田
江
里
子

　
主
査
（
教
諭
）　
梅
津　
泉

　
教
諭　
安
部
加
奈
子
、
漆
山
沙
織

【
北
斗
幼
稚
園
】
園
長　
長
谷
川
千
秋

　
副
園
長　
須
貝
真
希

　
主
任
（
教
諭
）　
星
野
真
紀

　
教
諭　
井
上
美
穂
、
鈴
木
菜
帆

【
小
松
保
育
所
】
所
長　
齋
藤
美
貴
子

　
副
所
長　
八
巻　
薫　

　
主
査
（
保
育
士
）　
丹
野
小
織
、
島
貫
由
佳
里

　
主
任
（
保
育
士
）　
吉
田
玲
子
（
再
任
用
）、　

会
計
管
理
者
　
有
坂
強
志

税
務
会
計
課
　
課
長
（
有
坂
強
志
）

福
祉
介
護
課
　
課
長　
原
田
智
和

福
祉
主
幹　
髙
橋
和
恵

　
福
祉
主
査　
皆
川
徳
子
、
平
山
敦
子

　
主
任　
鷲
尾　
優
、
小
林
善
久

　
主
事
補　
板
垣
茉
侑
（
新
規
採
用
）

介
護
主
幹　
梶
山
由
美

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

　
　
　
　
　
書
記
長
（
大
滝
治
則
）

書
記
長
補
佐
（
鈴
木
清
隆
）　

　
書
記　
五
雲
寺　
良
（
前
山
律
雄
）

　
　
　
　
（
田
中
和
広
）（
加
藤
元
康
）

　
主
事　
寒
河
江
璃
矩

中
央
公
民
館
館
長
（
安
部
博
之
）

川
西
町
交
流
館
館
長
（
安
部
博
之
）

埋
蔵
文
化
財
資
料
展
示
館

　
　
　
　
　
　
　
　
館
長
（
安
部
博
之
）
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　５月６日から町役場新庁舎での業務が開始
　　　　　　　　　　　　　　　 　問町政策推進課　☎４２－６６０４

　今年１月２９日に建物本体が完成した町役場新庁舎は、３月末までに外構工事と電気自動車急速充電設備工事
が完成したほか、新規に購入した備品の搬入が完了しました。
　今後は、開庁に向けた引っ越し作業などを行い、５月６日㈭から新庁舎で業務を開始します。
　新庁舎が開庁するまでのお問い合わせや手続きに関しては以下のとおりになります。

●現役場庁舎は４月３０日㈮まで通常業務を行い、同
　日をもって閉庁します。
●５月１日㈯～５日㈬㈷の間、婚姻届・死亡届など各
　種届出は、現庁舎警備員室で対応します。
●５月６日㈭から、婚姻届・死亡届など各種届出は、
　平日の日中は新庁舎窓口、夜間・休日は新庁舎東側
　警備員室で対応します。
●夜間・休日のお問合せは町役場代表電話まで。
　☎４２－２１１１（代表）

　現庁舎閉庁・新庁舎開庁に
　新庁舎への震度情報システムと震度計の移設に伴
い、町の震度観測地点での震度発表を一時休止します。
●休止期間：５月１日㈯～２８日㈮
※移設工事の進捗により、運用開始が前後する場合が
　あります。

問町安全安心課　☎４２－６６１２

　町の震度情報発表を一時休止

　新庁舎への機器移設などに伴い、町ホームページを
下記の期間ご覧いただくことができませんので、ご了
承ください。
●閲覧できない期間
　４月３０日㈮　　２２：００　から
　５月　５日㈬㈷　２４：００　まで
※緊急性の高いお知らせは、町フェイスブックなどを
　活用して情報発信します。
※作業の進捗状況により、上記期間より早く閲覧可能
　になることがあります。

問町総務課　☎４２－６６９５

　町ホームページが閲覧できなく

　関するお知らせ

4/30 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6
金 土 日 月祝 火祝 水祝 木

現庁舎 閉庁 休日の各種届出受付 利用
不可

新庁舎 開庁準備 開庁

　なります（4/30 ～ 5/5）

　新庁舎の開庁を記念し、川西山形ライオン
ズクラブ（飯田誠会長）より、町民憲章のパ
ネルを寄贈いただきました。パネルは新庁舎
玄関の風除室に展示させていただきました。

町 民 憲 章 の パ ネ ル を 寄 贈
川西山形ライオンズクラブ様より

▲３月２９日、川西山形ライオンズクラブのみなさんに
　来庁いただき、目録を町長に贈呈いただいた。

　新築・リフォームへの補助　今年度分の受付を開始
　　　　　　　　　　　　　　　　問町地域整備課　☎４２－６６４７

 住宅の新築・リフォーム工事を支援します

▶補助金名　川西町住宅建設支援事業補助金
▶対象者（すべてを満たす方）
　◇住宅の新築やリフォーム工事を行う方
　◇町内業者と契約する方
　　（県補助金の場合は、県内業者と契約する方）
　◇他の制度による補助金等を受けていない方
　◇工事費１０万円以上の工事を行う方
　◇補助金交付決定後に契約する方
　◇令和４年２月１５日までに工事が完成する方
　◇市町村税の滞納がない方
▶補助内容
①町補助
　工事費の１／５（上限１０万円）
　※空き家バンク登録住宅の場合、上限３０万円
　※置賜産木材３㎥以上使用の場合、上限２０万円

 若者夫婦世帯などの移住定住を支援します

▶補助金名　川西町若者定住住宅支援事業補助金
▶対象者（すべてを満たす方）
　◇定住の意思をもって本町に住宅を取得し、住宅に
　　係る所有権の持分を有する満４９歳以下の若者夫
　　婦またはひとり親
　◇公共事業による移転補償を伴う住宅取得でない方
　◇町が交付する新築住宅取得に関する他の補助金を
　　受けていない方
　◇補助金交付決定後に契約する方
　◇令和 4 年 3 月３１日までに住宅を取得する方
　◇市町村税に滞納がない方
▶補助内容
①基本額
　若者夫婦またはひとり親が住宅を取得…３０万円
②加算額
　◇義務教育終了前の子を養育し同居…１０万円

②町・県補助
　工事費の１／５（上限２４万円）
　※移住・新婚・子育て世帯の場合、工事費の１／３
　　（上限３０万円）

町と県の補助を受けて工事費が
１２０万円のリフォーム工事を行う場合

●補助内容②に該当
　工事費１２０万円　×　補助率１／５
　　　　　　　　　　　　　　　＝　２４万円

→ 補助金額は２４万円

　◇三世代同居…１０万円
　◇町外転入世帯を含む場合…１０万円
　◇町内業者と契約して住宅取得…１０万円
※補助金額は、住宅取得費用の１／２または上記金額
　の合計のうち低い額とする。

若者夫婦世帯（夫婦と小学生）が
町内業者と契約して新築工事を行う場合

●基本額　３０万円
●加算額　２０万円

（内訳）義務教育終了前の子を養育し同居　１０万円
（内訳）町内業者と契約して住宅取得　　　１０万円

→ 補助金額は５０万円

　住環境整備と関連業界の振興を図るため、工事費用の一部を支援します。

　若者夫婦世帯の転入・定住、三世代世帯同居の促進を図るため、工事費用の一部を支援します。
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監査結果を公表します

▶監査の種類
◇地方自治法第１９９条第４項お
　よび川西町監査の執行に関する
　条例第２条で規定する定例監査
◇地方自治法第１９９条第７項で
　規定する指定管理者の監査
▶監査執行期日・監査対象課
◇定例監査
　２月１０日　まちづくり課
　２月１９日　健康子育て課
　　　　　　　住民生活課
　２月２４日　総務課
　２月２５日　福祉介護課
◇指定管理者監査
　２月２４日
　（ 特 非 ）きらりよしじまネット
　ワーク
▶監査委員の氏名
　島貫憲明、吉村徹
▶監査対象事項
◇定例監査
　対象所管課等の主として令和２
年度における財務に関する事務の
執行及び経営に係る事業の管理に
関する事項
◇指定管理者監査
　令和元年度に執行された公の施
設の管理、会計処理等に関する事
務、指定管理者の選定方法及び協
定書の締結内容
▶監査の手続き
　事前に提出を求めた関係書類、
各種申請書類、会計書類等の確認
を行い、関係者からの説明を聴取
し監査を執行した。
▶監査の結果
　監査対象事項において、適正に
処理されていた。
問監査委員事務局
☎４２－６６７４

【町住民課からのお知らせ】　☎４２－６６１８
●町報かわにし 2 月号環境クロスワード
　答え：国の天然記念物 タンチョウ 　　当選者：髙橋洋子さん（吉田）　おめでとうございます！
●お詫びと訂正
　町報かわにし 3 月号に折込しました「令和 3 年 4 月 1 日からごみの分別が変わります！」チラシ
に一部記載漏れ・誤字がありました。正しくは以下のとおりとなります。お詫びして訂正いたします。
※有害ごみは。指定袋では回収しません。レジ袋などのビニール袋に入れ、「有害ごみ」、「自治会名」、
　「世帯主名」を袋に記入のうえ、　不燃ごみの日に収集所に出してください。

　多種多様な花を咲かせるダリア
の球根を、花の写真を見ながら選
んで買うことができる、日本最大
規模の球根直売会です。芽出し済
みの球根が一球 500 円から購入
できます。自分の気に入ったダリ
アでお庭を華やかに彩ってみませ
んか？
▶日時：５月１４日㈮～１６日㈰
　　　　１０：００～１６：００
▶場所：かわにし森のマルシェ内
　　　　特設会場
▶栽培講習会（参加無料）
　時間（３日間共通）
　　１回目　１１：００～
　　２回目　１３：００～
問町観光協会　☎５４－１５１５

ダリア球根直売会

▶検針日
○大塚・犬川・中郡・吉島地区　
　４月１５日～２０日
○小松・玉庭・東沢地区　　　　
　４月２５日～３０日
▶お願い
①円滑に検針を行うためメーター
　ボックスの上や周辺に物を置い
　たり、近くに犬をつないだりし
　ないようご協力をお願いします。
②４月の検針にて冬期間料金の精
　算を行いますが、積雪等により
　検針できない場合、４月分も概
　算料金でお支払いただき、５月
　の検針にて精算します。
③漏水やメーターボックス・バル
　ブの破損等が見つかった場合は
　使用者負担で修理することにな
　ります。その際は町給水工事指
　定店へ修理依頼をお願いします。
　ただし、メーター器本体の破損
　や止水栓本体からの漏水は、町
　地域整備課までご連絡ください。
▶冬期水道料金の精算方法
　前年１１月検針日から４月検針
日までの使用水量を５か月間で平
均した水量で１２月から４月分の
料金を再計算します。１２月分か
ら３月分の概算料金を差し引いた
金額が４月分の精算料金となり、
５月に請求します。
　精算料金より、概算料金で納付
いただいた金額のほうが多い場合
は、５月分以降の料金に充てます。
問町地域整備課
☎４２－６６５３

水道メーター検針を
再開します

「男女共同参画のまちづくり
会議」委員募集

▶応募資格
　町内在住または在勤の２０歳以
上の方
▶募集人員：３名程度
▶任期：２年間
▶活動内容：男女共同参画計画の
　評価や施策に関する意見
▶会議回数：年３回程度
▶応募方法
　 応 募 用 紙 に 必 要 事 項 を 記 入
し、町まちづくり課に郵送または
ファックスでお申し込みください。
▶応募用紙：町まちづくり課、各
　地区交流センターに設置してい
　ます。また、町ホームページか
　らもダウンロード可能です。
▶応募締切：５月１４日㈮
問町まちづくり課
電　話　４２－６６１３
ＦＡＸ　４２－２１１０

　町内事業者等の取り組みを応援します！
　　　　　　　　　　　　　　　　問町産業振興課　☎４２－６６４５

積極的に事業を拡大したい！

中小企業チャレンジ支援事業補助金
▶対象者： 町内に事務所または事業所を有する中小企
　　　　　業・小規模事業者
▶内容
①ハード事業
　対 象 事 業：新たな製品・商品の開発生産等に必要
　　　　　　　なハード整備（取得価格１０万円以上） 
　補 助 金 額：取得価格の１／３以内
　補助上限額：１００万円
②ソフト事業
　対 象 事 業：新たなサービス、販路の開拓等
　補 助 金 額：取得価格の１／２以内
　補助上限額：５０万円
▶募集期限：５月３１日㈪

６次産業化に取り組みたい！

６次産業化支援事業補助金
▶対象者
　農業者、商工業者及び各事業者が組織する団体
▶内容
①ハード面：農産物加工施設及び機器の整備等
②ソフト面：新商品開発、新作物導入、販売促進、販
　　　　　　路開拓等
▶補助金額：補助対象経費の１／２以内
▶補助上限額：２０～５０万円

資格を取得して、スキルを磨きたい！

資格等取得支援事業補助金
▶対象者：町内の求職者、勤労者、事業所（事業所か
　らの申請は年度内３人まで）
▶内容：令和３年度中に取得した、国家資格や民間資
　格等（技能講習等含む）の費用のうち、対象経費の
　一部を補助。
※普通自動車一種免許・二輪免許等は対象外。
▶対象経費：受講料、教材費、受験料、資格登録料等
▶補助金額：対象経費の１／２以内
▶補助上限額：１人５万円

創業を検討中…

創業促進事業補助金
▶対象者：令和３年度中に町内で創業する者
▶対象経費
　店舗取得費・改修費、広報費、採用活動費など
▶補助金額：取得価格の２／３以内
▶補助上限額：５０万円
▶募集期限：５月３１日㈪

創業・新分野進出のための融資を受けたら…

創業支援利子補給補助金
▶対象者：町内に事業所がある方または町内で創業す
　る方で、金融機関から創業や新分野進出等を行うた
　めの融資（返済期間が１年以上）を受けた方。
▶利子補給額
　年利１. ０% 以内相当額を３年間まで補助
▶補助上限額：３年間で１５万円まで
　※原則、１事業所につき１回のみ補助。

町内に工場を設置したい！

工場設置奨励金
▶対象者
　下記の基準を満たし、川西町工場設置奨励条例に基
づいた指定を受けた工場等。
①常時使用する従業者数が５人以上であること。
②投下固定資産額１，５００万円以上であること。
▶内容
　指定を受けた工場等に対し課税される固定資産税に
相当する額を奨励金として交付。
　※工場の新設は３年間、拡充は２年間まで。
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　課税されている土地や建物をお
持ちの方が他の土地や建物の価格
と比較し、適正かを判断いただく
のが「縦覧・閲覧制度」です。
▶期間：５月３１日㈪まで
　　　　※土日祝除く
▶時間：９：００～１７：００
▶場所：町役場税務会計課
▶ご覧いただける方
①縦覧：令和３年度（賦課期日が
　令和３年１月１日）に、本町に
　課税されている土地や建物を所
　有する納税者
②閲覧：土地・家屋・償却資産の
　納税義務者、借地・借家人など
▶ご覧いただける内容
①縦覧：土地（所在、地番、地目、地積、

　価格）と家屋（所在、家屋番号、種類、

　構造、床面積、　価格）

②閲覧：所有する資産の課税台帳、
　賃貸借契約等の資産の課税台帳
▶持ち物
　印鑑、写真付の本人確認書類
　委任状（委任された方のみ）
▶手数料
①縦覧：無料
②閲覧：無料（縦覧期間中）
問町税務会計課
☎４２－６６２４

固定資産の縦覧・閲覧制度

▶期日：５月３日㈪㈷
▶会場：町フレンドリープラザ
▶令和２年度成人式
　対象：平成１１年４月２日～平
　　　　成１２年４月１日に生ま
　　　　れた町内在住者・川西中
　　　　卒業者
　受付：１０：００～
▶令和３年度成人式
　対象：平成１２年４月２日～平
　　　　成１３年４月１日に生ま
　　　　れた町内在住者・川西中
　　　　卒業者
　受付：１３：００～
▶参加申込：新型コロナ対策のた
　め、事前申込をお願いします。
　対象者には案内状をお送りして
　いますので、ご確認ください。
問町教育文化課
☎４４－２８４３

川西町成人式を開催します

　昨年度は残念ながら中止となり
ましたが、今年度はコロナ禍の中
様々な感染対策を講じて大会を行
います。感染状況によっては中止
となる場合もあります。皆様のご
理解とご協力をお願いします。
▶期日
　４月２７日㈫～２９日㈭㈷
▶川西中継所（町役場前）の通過
　予定日時
　４月２９日㈭㈷　８時３９分頃
▶応援に関する注意事項
　大声を出しての沿道応援、大人
数で密になる応援等はご遠慮くだ
さい。（中継所付近はコーン等で
関係者以外の立入禁止区域を設け
る予定です）
問町教育文化課
☎４４－２８４３

第６５回山形県縦断駅伝
競走大会に関するお知らせ

旧高山小学校の利用方法が決定 問町福祉介護課　☎４２－６６３５

　平成３０年３月末で閉校となった町立高山小学校は、地域で生
活する障がい者や高齢者を支援する福祉事業所として利用するこ
とになりました。
●利用団体：社会福祉法人山形県社会福祉事業団
　※県立総合コロニー希望が丘などを運営する団体
●事業内容（サービス提供時間は９時～１６時）
　①障がい福祉サービス（生活介護事業の事業所、共同生活援助事業および相談支援事業の事務室）
　②高齢者サロン（介護予防等を行いながら地域の高齢者が交流できるサロン）
●利用開始時期：令和３年 4 月から利用開始。令和３年度は旧校舎の改修工事等を行い、令和 4 年４月
　　　　　　　　から順次事業開始予定。
●地域との連携：自治会活動や災害時の避難場所への利用などに協力いただく予定です。
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　これから自生山菜の発生時期を
迎えるにあたり次の点に留意して
ください。
①自生山菜は生育環境の違いによ
　り放射性物質の濃度にばらつき
　があるため、出荷前に検査を徹
　底し、安全性を確認してから出
　荷してください。
②特にコシアブラは過去に基準値
　を超える放射性物質が検出され
　ています。自主検査を徹底し、
　安全性を確認してください。
問町農地林務課
☎４２－６６４６

自生山菜の放射性物質に
ご注意を

町営住宅入居者を募集

▶名称：町営舘之北住宅
▶部屋数：２ＤＫ
▶戸数：１戸（１階）
▶家賃：１３，９００～２７，３００円
▶区分：一般用
▶選考方法
　住宅困窮度判定基準による選考
▶募集期間
　４月２６日㈪～３０日㈮
▶受付時間：８：３０～１７：１５
▶入居時期：６月上旬
問町地域整備課
☎４２－６６４７

問町まちづくり課　☎４２－６６１３

空き家利活用のご相談は

川西町空き家バンク まで

成約 36 件（令和3年3月末）

登録物件 53 件のうち ▶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
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ク
！

　３月１１日、川西消防署におい
て約２１年使用した水槽付きポン
プ自動車が更新され、新車が配備
されました。
　新車の特徴は、搭載水槽容量の
拡 大（1,500 Ｌ か ら 2,000 Ｌ に
増）、アルミ・チタン使用による
車体・機材の軽量化、機器類がデ
ジタル化されている点です。
問川西消防署　☎４２－３７００

川西消防署に
新しいポンプ自動車を配備

　町では、し尿と生活排水を一緒
に処理できる合併処理浄化槽の設
置を支援します。
▶募集基数：約３０基（先着順）
▶補助条件：住宅（併用住宅を含
　む）に設置する方
※詳細はお問い合わせください。
▶補助対象人員及び上限額
　

▶受付期限（平日のみ）
　１２月２８日㈫
▶条件：令和４年３月までに完成
　予定の方（家屋新築の場合は家
　屋完成も含む）
▶申込書
　町地域整備課に準備しています。
▶その他：単独浄化槽からの転換、
　家屋のリフォームの場合は加算
　補助の対象となります。
問町地域整備課
☎４２－６６５７

補助対象人員 補助上限額
5 人槽 352,000 円

6 ～７人槽 441,000 円
8 ～ 10 人槽 588,000 円

合併処理浄化槽の設置を
支援

　令和３年６月１日を基準日とし
て、全国すべての事業所を対象に、
経済センサス活動調査が実施され
ます。
　これは、国全体や地域の産業別
経済活動の状況を明らかにするた
めに行われる国の重要な統計調査
です。
　調査の結果は、今後の行政施策
や民間の経営計画等に活用されま
す。回答にご協力をお願いします。
▶対象：すべての事業所・企業
　　　　　　（一部事業所を除く）
▶調査内容

【基礎項目】名称、電話番号、所
　在地、経営組織、従業者数、主
　な事業の内容など

【経理項目】資本金等の額、売上
　（収入）金額、費用項目・費用
　総額、事業別売上（収入）金額
　など
▶調査方法・回答方法
①調査員調査
　県知事から任命を受けた調査員
が、５月中下旬に事業の継続・新
設等を確認したうえで調査票を配
布。回答はインターネットまたは
郵送。
②国直轄調査
　国から民間事業者経由で５月中
下旬に調査票を郵送配布。回答は
インターネットまたは郵送。
▶回答期間：６月１日㈫～８日㈫
問町総務課　☎４２－６６９５

経済センサス活動調査に
ご協力をお願いします
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内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
行  政  相  談 5/19 ㈬

13：30 ～ 16：00
町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町住民課
☎ ４２－６６１5

幼児ことばの
相談室 5/17 ㈪　午前中 町子育て支援

センター
町健康子育て課
☎ ４２－６６71

心配ごと相談 毎週水曜日
13：30 ～ 16：00

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

法  律  相  談
（要事前予約）

毎月第３木曜日
11：00 ～ 15：00

米沢地区勤労者
福祉会館（米沢市）

米沢地区勤労者福祉協会
☎ ２１－５２５０

●５月の無料相談

４月の町税等
●軽自動車税　　　　　（全期）
●上下水道使用料（３月概算分）
口座振替日　　４月２８日㈬
納付期限　　　４月３０日㈮

　３月２３日、農業経営改善計画
認定書交付式を行いました。
　今回認定を受けたのは、吉水直
人さん（大塚・写真右）、佐藤良
二さん（吉島・写真左）、㈱山六
会代表取締役寒河江和彦さん（中
郡）です。
　交付式に出席したお２人は引き
継いだ経営基盤を更に大きくして、
農地を守っていきたいと抱負を語
りました。
問町産業振興課
☎４２－６６４２

新たに３名が認定農業者と
なりました

　３月２４日、町地域福祉計画策
定委員会の菊地直会長から「第３
期地域福祉計画・地域福祉活動計
画（案）」、町地域自立支援協議会
の安部眞会長から「第３期障がい
者計画及び第６期障がい福祉計
画・第２期障がい児福祉計画（案）」
を町に対して報告いただきました。
　今後、それぞれの計画に基づき
福祉施策を進めていきます。
問町福祉介護課
☎４２－６６３５

２つの福祉計画（案）を
町長に報告いただきました

　永年統計調査員として数多の統
計調査に従事され、地方自治の振
興に貢献し、その功績が顕著であ
るとして、下記の方々が町表彰条
例に基づく表彰・感謝状を受けら
れました。
▶町表彰条例表彰（敬称略）
　長澤十左衞門（中郡・写真右）、
　堀内利弘（中郡）、
　伊藤誠（犬川・写真左）、
　佐藤茂則（中郡）
▶感謝状（敬称略）
　江口亮一（犬川）
問町総務課　☎４２－６６９５

統計調査員の功績を称えて
表彰

　町では、認定農業者や認定新規
就農者が融資を活用して農業用機
械等を整備する場合、その利子を
助成する事業を行っています。
▶対象者：町内に居住する認定農
　業者および認定新規就農者
▶貸付金額：５０～５００万円
▶貸付利子：１．５％
　※償還後の利子助成により実質
　　無利子
▶償還期間・償還方法
　最長７年・元金均等償還
▶申込先
　ＪＡ山形おきたま川西支店
▶その他：利子助成は町予算の範
　囲内。貸付条件や融資枠等詳細
　は、ＪＡ山形おきたま川西支店
　にご相談ください。
問ＪＡ山形おきたま川西支店
☎４２－３１２５

ご利用ください
川西町経営発展資金

　緊急時において、国民保護等の
関係から迅速かつ確実な情報伝達
ができるよう実施します。Ｊア
ラートからの情報を、町内２１か
所に設置している防災行政無線の
屋外拡声子局（スピーカー）を通
じて一斉放送されます。
▶試験実施日時
　５月１９日㈬　１１：００
問町安全安心課
☎４２－６６１２

Ｊアラート全国一斉情報
伝達試験を実施　障害基礎年金の受給者は、年金

の額が児童扶養手当の額を上回る
場合、児童扶養手当を受給できま
せんでしたが、令和３年３月分の
手当以降、児童扶養手当の額が障
害基礎年金の子の加算部分の額を
上回る場合、その差額を児童扶養
手当として受給可能になりました。
※詳細は町ホームページでご確認
　ください。
問町健康子育て課
☎４２－６６７１

児童扶養手当の受給要件が
変更されました

町
長
　
原
　
田
　
俊
　
二

も
う
少
し
の
頑
張
り
を

き
ま
し
た
が
、
こ
の
券
で
希
望
通
り
す

ぐ
に
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
電
話

で
予
約
を
受
け
付
け
た
方
に
接
種
と
な

り
ま
す
。
先
月
の
町
報
か
ら
１
か
月
経

ち
ま
し
た
が
、
町
へ
の
ワ
ク
チ
ン
供
給

は
１
箱
４
８
０
人
分
し
か
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
65
歳
以
上
５
７
０
０
人
分
が
ど

の
よ
う
に
届
く
の
か
ま
だ
見
通
し
が
立

ち
ま
せ
ん
。
心
配
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

情
報
が
入
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
桜
の
開
花
と
共
に
、
入
学
式
、

入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
の
成

長
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
き
た
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
校
で
は

今
年
も
マ
ス
ク
を
着
け
た
生
活
が
続
き

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
で
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
夏
ま
で
に
は
、
各

学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
、

学
習
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
新
１
年
生
は

昨
年
か
も
し
か
ラ
リ
ー
を
実
施
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん

の
見
守
り
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

５
月
３
日
に
は
午
前
と
午
後
に
分
け
、

昨
年
度
と
今
年
度
の
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
す
。
事
前
の
感
染
対
策
を
徹
底
し
な

が
ら
、
簡
素
な
式
典
と
な
り
ま
す
が
、

大
事
な
節
目
を
迎
え
た
新
成
人
を
お
祝

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
困
難
を
乗
り

越
え
成
長
さ
れ
た
み
な
さ
ん
と
会
え
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の

問
町
教
育
文
化
課　
☎
（
４
４
）
２
８
４
３

塚
之
上
地
蔵
尊

る
と
さ
れ
、
お
堂
に
は
願
い
が
叶
っ

た
人
か
ら
の
お
礼
の「
あ
て
こ
」（
よ

だ
れ
か
け
）
が
数
多
く
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

つ
い
先
頃
も
、「
子
ど
も
の
夜
泣

き
が
ひ
ど
く
、
お
参
り
を
続
け
て
い

た
ら
お
蔭
様
で
夜
泣
き
が
な
く
な
っ

た
」
と
い
っ
て
お
礼
参
り
に
来
た
人

の
姿
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
い
う
願
い

は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▲信仰を集める子育て地蔵のお堂

　
吉
島
地
区
大
字
吉
田
の
県
道
高
畠

川
西
線
沿
い
に
祀
ら
れ
て
い
る
地
蔵

尊
で
、「
子
育
て
地
蔵
」
と
称
さ
れ

信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
の
中
頃

ま
で
、
お
堂
の
あ
る
場
所
が
小
高
い

丘
で
あ
っ
た
こ
と
が
塚
之
上
の
名
前

の
由
来
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
鎌

倉
時
代
の
建
保
２
（
１
２
１
４
）
年
、

地
域
の
人
々
が
こ
の
地
に
草
庵
を
建

立
し
、
地
蔵
尊
の
石
仏
を
安
置
し
た

こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
尊
は
石
造
六
尺
の
地
蔵
菩
薩
立
像

で
、
脇
侍
と
し
て
左
に
地
蔵
菩
薩
坐

像
、
右
に
十
一
面
観
音
坐
像
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
４
月
24
日
が
縁

日
で
、
前
夜
祭
か
ら
白
い
大
き
な
幟

旗
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。

　
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
、
旧
吉

田
村
で
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
際
、
子

ど
も
を
含
む
多
く
の
村
民
が
亡
く
な

り
、
そ
の
供
養
と
、
こ
れ
か
ら
の
子

ど
も
の
成
長
を
願
っ
て
子
育
て
地
蔵

と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
来
、
お

さ
な
ご
の
身
体
堅
固
に
ご
利
益
が
あ

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
初
め

て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
１
年

が
経
ち
ま
し
た
。
不
要
不
急
の
行
動
自

粛
が
求
め
ら
れ
、
休
校
休
園
を
は
じ
め

各
種
総
会
や
行
事
が
中
止
や
延
期
な
ど

の
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
第

３
波
、
第
４
波
と
い
わ
れ
る
感
染
拡
大

が
襲
い
、
緊
張
し
た
毎
日
が
続
き
ま
す
。

一
方
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
や
手
指

消
毒
、
換
気
や
３
密
防
止
に
よ
り
、
感

染
を
防
止
で
き
ま
す
。
会
食
な
ど
マ
ス

ク
を
外
し
た
時
に
気
を
付
け
、
た
と
え

感
染
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
広
げ

な
い
取
り
組
み
を
強
化
し
、
普
通
の
生

活
に
戻
れ
る
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

感
染
予
防
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ

れ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、
医
療
関
係
者

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
救
急
対
応
す
る

消
防
署
員
も
接
種
し
て
い
ま
す
。
今
月

か
ら
65
歳
以
上
の
方
を
優
先
し
て
接
種

す
る
た
め
、
集
団
接
種
の
案
内
や
予
約

券
を
発
送
し
ま
し
た
。
私
の
所
に
も
届
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27 ページの内容に関する問い合わせ先　町健康子育て課　☎４２－６６４０

玄米ダンベル体操のつどい
　体力 UP、ダイエット、介護予防にオススメ！
　▶日　時：5 月 17 日㈪　10：00 ～ 10：30
　▶場　所：町生きがい交流館
　▶内　容：ＤＶＤを見ながらマスク着用で
　　　　　　「玄米ダンベルニギニギ体操」
　▶参加料：無料
　▶持ち物：玄米ダンベル、飲み物、内ズック

健　康健　康

適正受診を心がけましょう
　軽い症状で休日や夜間に救急外来を受診す
ることは控えましょう。なぜなら、命に関わ
るような重症患者への対応が遅れるなどの影
響があるからです。救急の場合を除き、平日
の時間内に受診するよう
心がけましょう。

南陽東置賜休日診療所

●住　　所：南陽市椚塚４２０－７
●電　　話：４０－３４５６
●診  療  日：日曜日・祝祭日
●時　　間：　８：４５～１１：４５
　　　　　　１３：００～１６：３０
●診療科目：主に内科、小児科

献　血
　400ml のみの受付となります。
　▶日　時：5 月 26 日㈬　13：30 ～ 15：30
　▶場　所：町役場
　▶対　象：（男性）17 ～ 69 歳 
　　　　　　（女性）18 ～ 69 歳
　　※ 65 歳以上は要件有
　▶持ち物：献血カード

ぐるりウォーク +10
　

今より 10 分多く体を動かして、健康づくり！
　▶日　時：5 月 18 日㈫　10：00 ～ 11：00
　▶場　所：町フレンドリープラザ
　▶内　容：館内ウォーキングなど
　▶参加費：無料
　▶その他：２回参加毎に浴浴センターまどか
　　　　　　入浴券１枚贈呈。要申込。

期日 担当歯科医院 電話番号
4/18 万世歯科クリニック（米沢） 28-0820
4/25 ふなやま歯科医院（川西） 42-3057
4/29 松下歯科医院（長井） 0238-87-0878
5/2 加藤歯科医院（南陽） 47-2216
5/3 さくら歯科クリニック（南陽） 27-8241
5/4 中川デンタルクリニック（米沢） 37-3311
5/5 佐藤歯科医院（白鷹） 0238-85-2422
5/9 りんせんじ歯科（米沢） 21-6487
5/16 やまざき歯科医院（米沢） 21-6480

歯科休日当番医

●診療時間：９：００～１５：００
※電話でお問い合わせのうえ、受診してください。

高齢者に関する相談は

　地域包括支援センターは、高齢者の皆
様が住み慣れた地域で安心して暮らせる
よう、総合的な相談支援を行う窓口で、
町福祉介護課内にあります。
　主任介護支援専門員・社会福祉士・保
健師などの専門職がチームとなり、介護・
健康・福祉・医療・虐待防止・権利擁護
など様々な分野の相談ごとについて、関
係機関と連携しながら解決に努めます。
　一人で悩まず、まずはお気軽にご相談
ください。
●相談内容の例
　介護保険サービスの手続き方法、認知
症が心配、一人暮らしで財産の管理が心
配、成年後見制度を利用したい　など
問町福祉介護課 地域包括支援センター
☎４２－６６３８

地域包括支援センターまで
暮らしの情報

掲示板

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
奨
学
金

●
金
額　

月
額
３
万
円
（
返
還
不
要
）

●
期
間

　

４
月
１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日

●
対
象　

中
学
３
年
生
、
高
校
生
、
高
等

　

専
門
学
校
在
学
生

●
申
請
締
切　

４
月
28
日
㈬
必
着

お
知
ら
せ

講
習
・
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
試
験
種
類

　

甲
種
・
乙
種
（
全
類
）・
丙
種

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
の
相
談
会

　

専
門
の
相
談
員
が
、
無
料
で
学
校
や
就

労
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
ご
家

族
か
ら
の
ご
相
談
も
可
。
予
約
優
先
で
す
。

●
日
時　

４
月
22
日
㈭　

10
時
～
14
時

●
場
所　

町
役
場 

第
２
会
議
室

問
Ｎ
Ｐ
О
法
人
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
優

☎
（
３
３
）
９
１
３
７

相　

談

【
前
期
】
危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

●
日
時

①
乙
類
第
４
類
（
先
着
50
名
）

　

５
月
26
日
㈬
、
27
日
㈭

　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

②
丙
種
（
先
着
20
名
）

　

５
月
26
日
㈬　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

●
会
場　

飯
豊
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間　

４
月
19
日
～
５
月
14
日

問
川
西
消
防
署　

☎
（
４
２
）
３
７
０
０

甲
種
防
火
管
理　

新
規
講
習

●
期
日　

６
月
15
日
㈫
～
16
日
㈬

●
会
場　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ（
山
形
市
）

●
定
員　

２
０
０
名

●
申
込
期
間　

４
月
19
日
～
26
日

※
他
の
試
験
日
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
一
社
）
山
形
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
３
（
６
２
９
）
８
４
７
７

水 道 修 理 当 番 表
期　間 業　者 電　話

4/12 ～ 18
5/4 ～ 5

㈲ 米 野 建 設 42-2392

㈱ サ イ ト ウ
電気設備工業 42-4111

4/19 ～ 25
5/6 ～ 7

㈱殖産工務所 42-3500

齋 藤 設 備 42-2480

4/26 ～ 5/1
5/8 ～ 9

㈱ 藤 島 建 設 42-3166

㈱ 藤 倉 設 備 42-3366

5/2 ～ 3
5/10 ～ 16

㈱ 黒 澤 技 建 42-6351

ス ガ イ 住 設 42-3987

修理当番
直通携帯

080-6008-8330

080-6008-5331

●
第
２
回
（
６
月
19
日
㈯
）

　

会
場　

山
形
工
業
高
校
、
鶴
岡
工
業
高
校

　

書
面
申
請
期
間　

４
月
26
日
～
５
月
10
日

　

電
子
申
請
期
間　

４
月
23
日
～
５
月
７
日

※
他
の
試
験
日
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
（
６
３
１
）
０
７
６
１

置
賜
広
域
病
院
企
業
団

職
員
採
用
試
験

●
募
集
職
種　

①
助
産
師　

②
看
護
師　

　

③
薬
剤
師　

④
臨
床
検
査
技
師

　

⑤
理
学
療
法
士　

⑥
作
業
療
法
士

●
採
用
予
定
人
員　

①
③
３
名　

②
25
名

　

④
⑤
⑥　

若
干
名

●
受
験
資
格　

当
該
職
種
の
免
許
を
有
す

　

る
者
も
し
く
は
令
和
４
年
６
月
30
日
ま

　

で
に
当
該
免
許
を
取
得
見
込
み
の
者

　

※
①
②
は
昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
生

　
　

ま
れ
、
③
～
⑥
は
昭
和
62
年
４
月
２

　
　

日
以
降
生
ま
れ

●
採
用
予
定
年
月
日　

令
和
４
年
４
月
１
日

●
試
験
期
日　

５
月
23
日
㈰

●
受
付
期
限　

５
月
７
日
㈮
（
必
着
）

問
置
賜
広
域
病
院
企
業
団

☎
（
４
６
）
５
０
０
０

問
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
２
３
（
６
３
３
）
０
９
６
２

※
応
募
条
件
お
よ
び
必

　

要
書
類
は
全
国
母
子

　

寡
婦
福
祉
連
合
会
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。
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内容内容 対象対象 期日期日 受付時間受付時間 その他その他

ママパパ教室 R3.8.1 ～ 11.30 に
出産予定の方 5/18 ㈫ 13：15 ～ 13：30

講話：妊娠中の食事について
体験：パパの妊婦体験
申込：5/11 ㈫まで

ぴかぴか歯っぴい教室
① H30.5、H30.11、

R 元 .5、R2.3 生
②ママ・パパになる方

5/20 ㈭
① 13：15 ～ 14：00

※受付時間は通知します
② 13：50 ～ 14：00

歯科健診やフッ素塗布
（希望者 500 円）

１歳６か月児健康診査 R 元 .9.1 ～ 10.31 生 5/21 ㈮ 対象者に個別通知します

ママ＆ベビー
リフレッシュ教室

生後 2 か月～ひとり歩きす
る前のお子さんとお母さん 5/24 ㈪ 10：00 開始

※開始時間５分前集合

内容：親子で楽しく運動
申込：4/23 ㈮から受付を
　　　開始（先着 10 名）

● 健康子育て課からのお知らせ

イベントイベント 場所場所 期日期日 時間時間 内容内容

ルンルン子育て広場 町子育て支援センター
4/28 ㈬

9：30 ～
こどもの日 みんな元気に大きくなぁれ

5/14 ㈮ ミニ講座「ばいきんバイバイ！正しく
手を洗おう」

● 子育て支援センター『こあら』からのお知らせ

問町健康子育て課　☎４２－６６４０

問町子育て支援センター　☎４４－２８２２

▶会場：生きがい交流館（上小松）

イベントイベント 対象対象 期日期日 時間時間 内容内容

こあらっこ広場 妊婦さん、お子さんとお母
さん 5/26 ㈬ 10：00 ～ 11：30 交流・情報交換、

身体測定、育児相談

▶会場：子育て支援センター（吉田）

離乳食教室
▶対　象：妊婦さん、
　　　　　離乳食期の子どもの保護者
▶日　時：5/28 ㈮　9：30 ～ 11：40
　　　　　（受付 9：15 ～）
▶場　所：町農村環境改善センター
▶内　容：離乳食のすすめ方のお話、
　　　　　調理実習、試食、個別相談
▶持ち物：エプロン、バンダナ、
　　　　　手拭用タオル、内履き、筆記用具
▶申込み：5/21 ㈮までお電話ください
※託児希望の方は申込みの際にお申し出ください。
問町健康子育て課　☎ 42－6640

子育て子育て

　【子育て支援医療証を郵送します】　　問町住民課　☎４２－２１１４
　　今月の対象者は 4/2 ～ 5/1 生まれの 1 歳児～小学 6 年生、郵送は 4/22 ㈭を予定しています。

　【町立幼稚園の開放】　　5/10 ㈪　10：00 ～ 11：00　美郷幼稚園　☎ 42-4316
　【町立幼稚園の開放】　　5/13 ㈭　10：00 ～ 11：00　北斗幼稚園　☎ 42-4808

子育て支援センターに
寄付をいただきました

　３月２４日、県グラウンド・ゴルフ協会様よりお
もちゃやからくり時計など２０万円相当の品々を寄
付いただきました。誠にありがとうございます。
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… ３月受付分 …

氏名 年齢（満） 大字

島津きくの 89 吉　田
佐藤　和夫 93 時　田
竹田　博昭 64 高　山
青木喜兵衞 95 尾長島
吉村きみの 94 下小松
安部眞理子 69 上小松
大友　美幸 64 尾長島
佐藤　俊輔 92 高豆
齋藤　昭子 88 堀　金
安孫子幸男 87 高　山
横山キヨ子 90 上小松
大﨑　光子 86 上小松
石田　揚子 90 小　松
保科　とも 93 西大塚
髙橋　　廣 78 洲　島
金子　幸子 85 上小松
伊藤　　尋 80 玉　庭
阪野　吉重 72 時　田
髙橋太一郎 71 莅
後藤芙美子 93 西大塚
神野よね子 72 下平柳

新郎　　　　　　　新婦 大字

國分　勇輝 ♥ 島津　幸恵 吉　田

氏名 性別 保護者 大字

渋谷　美
み ゆ う

憂 女 彰 ・ 直子 中小松

田宮　楓
ふ う ま

真 男 悠佑 ・枝里子 下小松

橋本　　弦
げん

男 渉 ・ 有咲 上小松

おめでとう そして ありがとうありがとう

ようこそ赤ちゃん　３名

ご結婚おめでとう　１組

ご冥福を祈ります

編
　
後

　
集
　
記

　

広
報
担
当
と
し
て
４
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
経
験
を
積
ん
で
そ
れ
な
り
に
紙

面
制
作
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う

気
を
付
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
町
を
盛
り
上
げ
る

方
々
の
頑
張
り
、
川
西
町
の
「
今
」
を

し
っ
か
り
紙
面
を
通
じ
て
伝
え
て
い
け

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
の
総
合
計
画
を
取
り
上
げ
、
こ
れ

か
ら
５
年
間
取
り
組
ん
で
い
く
目
標
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
地
道
な
積
み
重

ね
が
未
来
の
川
西
町
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
町
報
折
込
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
関
連
情
報
が
あ
り
ま
す
の
で
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。《
悠
》

川西町の人口

１４, ５７０人（－７３）

　男　　７，１４６　人（－４０）

　女　　７，４２４　人（－３３）

世帯数　５，０４１世帯（±　０）

※３月末日現在の住民基本台帳人口

置賜農業高校の生徒たちの活動を
紹介するコーナーです。
問置賜農業高校　☎ 42 － 2101ハッシュタグ

おき のう

新 入 生 ６ ３ 名 が 晴 れ て 置 農 生 に
　４月９日に入学式を挙行し、新入生６３名を迎え入れて令和
３年度がスタートしました。春休みの期間は農場の各部門にお
いて春の実習を行い、塩水選や培土の混合、野菜苗の接木など
本格的な農作業シーズンに向けての準備作業を実施しました。

　

■ 

除
雪
に
没
頭
し
た
冬

川西町地域おこし協力隊
　電　話：０２３８－４２－６６１３
　メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp
　Ｆ　Ｂ：右のＱＲコードから

　

川
西
町
で
の
２
回
目
の
春
で

す
。
雪
が
ど
ん
ど
ん
溶
け
て
い

き
、
自
宅
の
前
に
は
フ
キ
ノ
ト

ウ
が
出
て
き
ま
し
た
。
一
気
に

春
が
や
っ
て
く
る
の
は
去
年
で

は
味
わ
え
な
い
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
冬
は
大
雪
で
、
除
雪
機

の
あ
り
が
た
さ
を
と
て
も
痛
感

し
ま
し
た
。
最
初
は
除
雪
を
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
わ
か
ら
ず
、

を
確
認
し
て
、
翌
朝
の
覚
悟
を

決
め
ま
す
。
朝
起
き
て
、
ま
ず

は
凍
り
付
い
た
玄
関
を
開
け
て
、

雪
の
積
も
り
具
合
を
見
ま
す
。

そ
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
か

ら
、
除
雪
開
始
で
す
。
も
く
も

く
と
、
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ

る
ほ
ど
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
春
に
な
り
本
格
的
に

農
業
が
始
動
し
ま
す
。
１
年
間

の
大
き
な
流
れ
を
去
年
は
経
験

で
き
ま
し
た
。
次
は
も
う
少
し

自
分
の
中
で
細
部
を
さ
ら
に
深

め
、
自
分
が
で
き
る
作
業
範
囲

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
も
体
調
を
管
理
し
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

髙
谷　

毅 　
（
東
京
都
出
身
・
玉
庭
地
区
在
住
）

ははじじめめててのバースデー

すがい いちか ちゃん

令 和 ２ 年
４ 月 誕 生

　はじめての誕生日がやってきた赤ちゃんを紹介するコーナーです。町が行うぐんぐん赤ちゃん健康診査に参加さ
れたお子さんを広報担当が撮影し、誕生月に発行する町報かわにしにお名前とともに掲載します。

すずき かな ちゃん

たかはし さき ちゃん せいの ゆのあ ちゃん

さとう りん ちゃん

ほりうち もか ちゃん

さいとう あいら ちゃん

ほんま いちと くん

いとう はるの ちゃん

県内高校で初めて米のＪＧＡＰ認証を取得
　本校の生物生産科作物部門が、農業における食の安全や環境
保全などに取り組む農場に与えられるＪＧＡＰ認証を取得しま
した。米（玄米）での認証取得は県内の高校で初めてです。同
部門では、令和元年度から認証取得に向けた活動を始め、すべ
ての作業のリスト化や、農場内の危険箇所を生徒同士で共有す
るなど、安全管理を徹底しました。令和２年１２月に認証審査
が実施され、２５冊におよぶ書類のファイルを基に生徒自身が
説明を行い念願の認証にこぎつけました。
　今年度も「置農」にご支援をよろしくお願いします！

【
お
め
で
と
う 

そ
し
て 

あ
り
が
と
う
】は
、３
月
に
掲
載
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。氏
名
は
、申
込
書
の
と
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、戸
籍
や
住
民
基
本
台
帳
の
表
記
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
大
丈
夫
か
な
と

思
っ
て
い
た
ら
、
あ

れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う

間
に
降
り
積
も
る
雪

に
驚
き
ま
し
た
。
そ

の
除
雪
に
苦
労
し
た

こ
と
で
、
そ
れ
か
ら

は
で
き
る
だ
け
朝
夕

の
2
回
行
い
ま
し
た
。

除
雪
は
、
天
気
予
報
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川西町
ホームページ

⇣

川西町
フェイスブック

⇣

しょこる～む

ねこ駅長しょこらの

　令和３年度もねこ駅長のコーナーは
継続です。通学で羽前小松駅を利用す
る小松小や置農など高校生の新１年生
のみなさん、ご入学おめでとう！

川西町の広報紙「町報かわにし」が
スマートフォンやタブレットで読む
ことができるアプリです！

⇢

江本　千
ち は や

駿　さん

川西中学校３年（上小松）

農 家 に な っ て

Dreams Come True
ぼくの夢　わたしの夢

　僕の家は農家を営んでいて、肉牛や鶏を飼育し、野菜を育て、稲作をしています。繁殖させた
子牛や鶏卵、野菜は小松菜、きゅうり、トマトや米を出荷しています。
　家族全員が農業をしていて、毎日手伝いをしているうちに、「自分もやってみたい」「農家を継
ぎたい」という意思が強くなったことが、農家を目指そうと思ったきっかけです。
　毎年、５月頃の田植えや９月頃の稲刈りも手伝っています。大きく育った稲穂を見ると喜びを
感じ、うれしくなります。今は、朝夕２０羽の鶏の世話と鶏卵の回収が僕の役割です。鶏が日々
成長していく様子を見るのがとても楽しみです。
　保健所の指導のもと、毎日新鮮な鶏卵を直売所に出荷もしています。この経験を通して、生産
者や消費者など人と人との関わりの大切さを学ぶことができました。これからも夢に向かって頑
張ります。

家畜や作物を育てる


